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「標準化と横展開」から
「実験と学習」へ

20世紀は，フレデリック・ウインズ

ロー・テイラーに始まる業務の「標準化

と横展開」が広く実践され生産性を飛

躍的に高めた時代であった。さらにこ

れを発展させたのが，コンピュータや

生産機械であった。標準化されたルー

ルをプログラムに記述することで，コン

ピュータは，その処理を高速かつ低コ

ストで実現した。この標準化と横展開と

いう考え方は，20世紀という，交通，

エネルギー，通信，家電などの社会の

基盤が大規模に構築された時代に合

致したものだった。

今世紀に入るころから，この生産性

向上ゆえに社会は大きく変わった。生

産性向上による経済的余剰は，生きる

ための基本的なニーズが満たされた

人々，即ち「中間層」を大量に生んだ。

そして，さらにこの中間層は，より高次

の要求を持つようになった。より高次の

要求は，個人ごとに多様で，短期で変

化するようになった。このため，皮肉な

ことに標準化や横展開では応えられな

くなった。

その結果，二つのことが起きた。

まず第一に起きたのは，この変化や

多様性に従来の延長で応えようとする

動きである。標準化や横展開で対応で

きないことは，人の柔軟性で応えること

が試みられた。人は，機械に比べ，柔

軟で，多様な状況に対応できるからで

ある。かくして大量の「サービス労働」

が生まれ，先進国のサービス労働の比

率は急速に増えた。例えば，日毎に機

種や商品がめまぐるしく変わる携帯電

話ショップやコンビニの店員であり，さ

らにeコマース用の倉庫作業者や宅配

業者である。これは常に柔軟性が求め

られ，すべてを機械化するのが難しい

ため，人力に頼らざるをえない。また，

これらの規模の生産性を追求するた

め，物流やバックエンド業務などのアウ

トソーシング企業が拡大した。

しかし，これには大きな問題があっ

た。まず，労働の付加価値が低かっ

た。結果として，報酬も社会的な地位

も低い人が社会に増えた。そしてこれ

が，社会に格差を生む原因にもなった。

日本は主に，この第一のアプローチに

こだわった結果，世界の中での経済的

地位が相対的に低下し，そして格差が

拡大した。

第二に起きたのは，インターネットな

どのITを活用し，データとアルゴリズム

によって「変化と多様性」に応えること

である。この新しいアプローチには，主

に米国の起業家が挑戦した。例えば，

検索サイトは，個人の今知りたいという

ニーズにウェブからの情報提供で応え

る一方で，その情報を使って，サービ

ス業者と需要者である個人をマッチン

グした。その結果，この20年間にGAFA

（Google/Amazon/Facebook/

Apple）と呼ばれる，国家をも超えるよ

うな経済規模の巨大ビジネスに成長し

た。まずはネット上に載りやすいマッチ

ングビジネスから，このアプローチは始

まったが，これが今後，製造業，交通，

エネルギー，医療などの，よりリアルで

責任が重いビジネスにも拡大していく

ことが期待されている。

これからの社会と幸せの真実（1）
新たな階級闘争を超えて
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この第二のアプローチの主導原理は

「実験と学習」である。変化や多様性

に応えるには，何が効果的かは現実に

やってみないとわからない。だから「標

準化」したルールを「横展開」するので

はなく，常に実験し学習することが必要

なのである。もちろん，現実の顧客へ

の責任を伴う事業活動においては「実

験」の機会は限られる。だからこそ，

その実験のかなりの部分をコンピュー

タ上においてデータを使って行うこと

で，少ない実験で多くを学ぶのである。

それこそがAIやデータの役割である。

この「実験と学習」を，データやAIを

的確に使って進められる経営者や労

働者は，経済的にも高い報酬を得て，

社会的地位も高くなっている。これが

今後，格差を拡げる原因になると懸念

される。

全員が未知への
探求者になる社会

ピーター・ファーディナンド・ドラッ

カーは，『ポスト資本主義社会』（1993

年）で，この高付加価値を生む知識労

働者の層と，低付加価値のサービス労

働者の層との間に生じる「新たな階級

闘争」が，今後の最も大きな社会課題

となることを指摘した。「サービス労働

の生産性の向上こそ，ポスト資本主義

社会において，最優先の経済的な課題

であるとともに，最優先の社会的な課

題である」と，ドラッカーは25年以上

前に述べている。カール・ハインリヒ・

マルクスが歴史的な必然と予測した

「資本家と労働者」との階級闘争は，テ

イラーに端を発する生産性向上によっ

て回避できた。しかし今，別の形の階

級闘争が現実になることが懸念される

状況なのである。

この新たな階級闘争を回避するため

に我々は何をすべきだろうか。

それは，サービス労働の生産性と社

会的尊厳を高めることである。そし

て，サービス労働者を知識労働者と一

緒に「実験と学習の主役」にすることで

ある。

ここで重要なのは，データや情報の

活用には，二つあるということである。

第一が，既に知っていることを正しく行

い，間違わないようにすることである。

これを「活用」と呼ぶ。第二は，まだ

見ぬ未知の可能性を見つけることであ

る。これを「探索」と呼ぶ。この両者

は全く異なる。多くのAIの活用の議論

では，この区別がなされていない。こ

の変化と多様性の時代には，「活用」は

必要なことではあるものの，それでは付

加価値が付かなくなったのである。価

値を生むのは「探索」である。

今必要なのは，未知の可能性を見

つけることである。社会も，宇宙を支

配する物理法則から逃れることはでき

ない。我々の前には無限の可能性があ

る。物質もエネルギーも有限である。

地球の資源も有限である（これを物理

学では，熱力学第一法則と呼ぶ）。一

方，我々の未来の可能性は無限であ

る。可能性の広がりは，順列や組合せ

の爆発的な拡がりによって，ほぼ無限

である。有限の資源から無限の可能性

が引き出せるのである（これを物理学

では，熱力学第二法則と呼ぶ）。

我々は限られた経験から，ガイドライ

ンを決めたり，ベストプラクティスを決め

たりしている。多くの場合，これは我々

の可能性を自ら制約している。囲碁

で，コンピュータが人のチャンピオンに

勝利した時に，我々は，これを目の当

たりにした。コンピュータの打ち手は，

序盤から盤面の中央部に打つなど，従

来の定石や常識から大きく逸脱してい

た。そして，それは強かったのである。

我々は定石や常識に自らを縛り付ける

ことで，無限の可能性のごく一部しか

見ないことにしていたのである。この限

界をつくってきたのは，我々自身であ

り，広い意味で「標準化されたルール」

である。

来る社会とは，全員が未知への探求

者になるということである。そして仕事

を通して，未知の可能性を開拓する人

となり，社会から尊敬され，自らも尊厳

を持つようにすることである。これは同

時に，標準化された知識を横展開し，

実行するだけの仕事はつくってはいけ

ないということでもある。それは新たな

階級闘争を生む社会悪の原因なので

ある。

ただし，これは容易ではない。AIや

データで機械的にできることでもない。

特に難しいのは，いくら情報技術が発

達しても，一人の人間が持ちうる情報

や知識には限界があるので，多様な人

同士が協力して，目的を達成する必要

があるということである。即ち，AIや

データの時代だからこそ，コミュニケー

ションがこれまで以上に重要になり，そ

れは経済的な格差や新たな階級闘争

を避けるために必要なことなのである。
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